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ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳 正誤表と補足事項（第４版１刷） 

 

本書に誤り等がありましたので、以下に訂正し、お詫び申し上げます。 

また、本書 3ページ目以降に赤字の修正箇所以外に、青字の補足箇所もございます。併せて参考にしてください。 

最新の正誤表については、弊センターホームページの当該書籍紹介ページをご確認ください。 

R7/9/16 

該当箇所 
誤 正 

頁 行など 

9 1行目 一般には、2階建てまでの木造住宅を 
一般には、2階建てまでの延べ面積 300m2以

下の木造住宅を 

10 
下から 

10行目 

昭 56建告 1100号第 5に 

 

昭 56建告 1100号第 6に 

注：2025年 3月 27日告示改正のため変更 

40 
下から 

3～4行目 
1/2としています。 1/2とするのが原則です。 

44 14行目 耐力壁として扱ってよい 
「準耐力壁」と呼び、耐力として見込んで

よい 

49 
表 1.3-2 

タイトル 
昭 56建告第 1100 号別表第一 昭 56建告第 1100 号別表第２ 

72 
2つ目の表 

のまえ 

2 各階・方向ごとの壁量を合計し、必要壁

量以上あることを確認します。 
2 各階・方向ごとの壁量を合計します。 

137 
下から 

12 行目 
「付見面積」 「見付面積」 

160 6行目 （表 10.3-2） （表 10.3-1） 

168 7行目 ２ 表 10.2-1を参照して ２ 表 10.4-1を参照して 

171 7行目 検定では、準耐力壁が「地 検定では、「準耐力壁等が地 

171 8行目 かつ、準耐力壁の倍率が かつ、準耐力壁等の倍率が 

208 
下から 

12 行目 
2022年 2024年 

208 
下から 

7行目 
2022年 2024年 

 

 

※その他の＜共通修正箇所＞＜その他の修正・補足箇所＞については、以降をご覧ください。 
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＜共通修正箇所＞ 

※同様の修正箇所が、複数のページにあります。 

共通箇所１ 

計算表内の「必要壁量」の列の参照アルファベット d×eを e×fに修正 

【記載例】 

 

【掲載ページ】 

・(本体) p.43 １つ目の表／p.144 ２つ目の表／p.222 ２つ目の表／p.245 ２つ目の表 

・(別冊演習シート) p.3 ２つ目の表／p.27 ２つ目の表 

 

共通箇所２ 

エクセル表計算ツールのタイトル末尾の修正（在来軸組構法版、在来軸組構法用→在来軸組工法用） 

【記載例】 

 

【掲載ページ】 
・(本体) p.31 6行目／枠内の 2行目／枠内の６行目／枠内の１０行目 
・(本体) p.117 最後の行の出典 
・(本体) p.118 最後の行の出典 
・(本体) p.119 表の下の出典 

 

共通箇所３ 

図面１階
．．

の左上の、寸法 607、壁記号と倍率 A(2.5)の削除。 

【記載例】 

 
※A(2.5)のみ、記載されている図面もあります。 
※２階の図面には修正はございません。 

【掲載ページ】 
・(本体) p.17／p.71／p.81／p.155／p.226／p.230／p.233 
・(別冊演習シート) p.7／p.11／p.14 
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＜その他の修正・補足箇所＞ 

赤字：修正 

青字：補足 

５ページ 前半 

 

 

１１ページ 前半 
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１４ページ 後半 

※色塗り部分の寸法線を追加 

 

 

１６ページ 前半 

※色塗り部分の線画を修正 
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２１ページ 前半 

 

 

 

２２ページ 前半 

 

 

 

２２ページ 後半 
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（差し替えページ p.36） 

※平屋建て用から、２階建ての画像に差し替えています。 
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４６ページ 後半 

 

 

４７ページ 中盤 

 
 

５１ページ 後半 

 

 

５２ページ 中盤 
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５３ページ 中盤 

 

 

５５ページ 中盤 

 

 

６６ページ 
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（差し替えページ p.73） 

 

２）演習シート７の１）を使って 

①各階の耐力壁の合計が地震力用必要壁量の 1/2 以上あることを確認し、 

②準耐力壁等の合計が地震力用必要壁量の 1/2 以下であることを確認します。 

 

演習シート 7 

１）耐力壁・準耐力壁等の地震力用壁量に対する割合の確認 

階 方向 

地震力に対する 

必要壁量(cm) 

存在壁量(cm) 割合 

耐力壁 準耐力壁等 (b/a) (c/a) 

a b c d e 

１ 
X方向 2,438 3,981.25 564.2 1.632 0.231 

Y方向 2,438 3,708.25 394.32 1.521 0.161 

２ 
X方向 1,249 2,138.50 477.75 1.712 0.382 

Y方向 1,249 2,539.75 598.9 2.033 0.479 

 

 

 

以上より、 

d≧0.5 より、準耐力壁等による柱の折損等に対する、安全性の確認を要さない。 

e≦0.5 より、四分割法及び柱の引抜力計算において、準耐力壁等は算入しない。 

 

３）演習シート７の２）を使って壁量の判定を行います。 

演習シート 7 の２）を使って、演習シート 3 で求めた地震力と風圧力の必要壁量のうち大きい方と存在壁量

を比べて存在壁量が上回っていることを確認します。 

 

壁量の判定 

2）壁量の判定 

階 方向 

地震力に対する

必要壁量 

(cm) 

風圧力に対する

必要壁量 

(cm) 

必要壁量の決定 

（a・bのどちらか 

大きいほう） 

存在壁量 

(cm) 
判定 

a b c d c≦d 

1 
X方向 2,438 1,612 2,438 4,545.45 OK 

Y方向 2,438 2,709 2,709 4,102.57 OK 

2 
X方向 1,249 583 1,249 2,616.25 OK 

Y方向 1,249 1,385 1,385 3,138.65 OK 

 
 

 

  

演習シート 3 から転記します 演習シート５・６から転記します 
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（差し替えページ p.80） 
 

 

 ・  

演習シート 7 の１）を使って、準耐力壁の地震力用必要壁量に対する割合が 0.5 

以下であることを確認します。 

各階・方向の準耐力壁の存在壁量が地震力に対する必要壁量の 1/2 以下であれば、 

準耐力壁を壁配置のバランスの検討で用いる壁量に算入しなくてもよいことにって 

います。各階・各方向のいずれかにおいて、必要壁量の 1/2 を超えて準耐力壁を算 

入する場合は、準耐力壁等を設ける柱の安全性の検証等を行う必要があります。特 

殊な事例となるため、本書の解説の対象外とします。 

 

１）耐力壁・準耐力壁等の地震力用壁量に対する割合の確認 

階 方向 

地震力に対する 

必要壁量(cm) 

存在壁量(cm) 割合 

耐力壁 準耐力壁等 (b/a) (c/a) 

a b c d e 

１ 
X方向 2,438 3,981.25 564.2 1.632 0.231 

Y方向 2,438 3,708.25 394.32 1.521 0.161 

２ 
X方向 1,249 2,138.50 477.75 1.712 0.382 

Y方向 1,249 2,479.75 583.9 1.985 0.467 

 

 

 

 

以上より、 

d≧0.5 より、準耐力壁等による柱の折損等に対する、安全性の確認を要さない。 

e≦0.5 より、四分割法及び柱の引抜力計算において、準耐力壁等は算入しない。 

 

 

  

演習シート 3 から転記します 演習シート５・６から転記します (b/a)≧0.5 

(c/a)≦0.5 

を確認します 
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８２ページ 表 

 

 

９３ページ 後半 
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９７ページ 後半 

 

 

１０３ページ 後半 
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１０４ページ 後半 

 

 

１４５ページ ２つ目の表 
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（差し替えページ p.152） 
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１７３ページ 前半 

 

 

１７３ページ 前半 

 

 

１９７ページ 前半 

 

 

１９８ページ 中盤 
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２０５ページ 前半 

 

 

２２６ページ 最後の表 

 

 

２２７ページ 後半の表 
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（差し替えページ p.228） 

 

<演習シート 7> 

 

１）耐力壁・準耐力壁等の地震力用壁量に対する割合の確認 

階 方向 

地震力に対する 

必要壁量(cm) 

存在壁量(cm) 割合 

耐力壁 準耐力壁等 (b/a) (c/a) 

a b c d e 

１ 
X方向 2,438 3,981.25 564.2 1.632 0.231 

Y方向 2,438 3,708.25 394.32 1.521 0.161 

２ 
X方向 1,249 2,138.50 477.75 1.712 0.382 

Y方向 1,249 2,539.75 598.9 2.033 0.479 

以上より、 

d≧0.5 より、準耐力壁等による柱の折損等に対する、安全性の確認を要さない。 

e≦0.5 より、四分割法及び柱の引抜力計算において、準耐力壁等は算入しない。 

 

2）壁量の判定 

階 方向 

地震力に対する

必要壁量 

(cm) 

風圧力に対する

必要壁量 

(cm) 

必要壁量の決定 

（a・bのどちらか 

大きいほう） 

存在壁量 

(cm) 
判定 

a b c d c≦d 

1 
X方向 2,438 1,612 2,438 4,545.45 OK 

Y方向 2,438 2,709 2,709 4,102.57 OK 

2 
X方向 1,249 583 1,249 2,616.25 OK 

Y方向 1,249 1,385 1,385 3,138.65 OK 

 

3）準耐力壁等の壁倍率の最大値の確認 

階 
基準倍率 係数 高さ割合 準耐力壁 壁倍率 判定 

a b c a×b×c d※1 d≦1.5 

1 0.9 0.6 0.8743 0.4721 0.4 OK 

2 0.9 0.6 0.9467 0.5112 0.5 OK 

※1 本書では小数点第 2位を切り捨てた 
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２３０ページ 最後の表 

 

 

 

２３２ページ 最後の表 
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（白紙） 
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（差し替えページ pp.234-235） 
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色塗り箇所の値と点線囲み箇所（削除）が、修正されています。 
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（差し替えページ pp.236-237） 
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色塗り箇所の値と点線囲み箇所（削除）が、修正されています。 
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（差し替えページ pp.238-239） 

 



25 
 

色塗り箇所の値が、修正されています。 
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（差し替えページ pp.240-241） 
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色塗り箇所の値が、修正されています。 
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２４５ページ 最後の表 

 

 

２４６ページ 
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２４７ページ 
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２４８ページ 最後の表 

 

 

２５３ページ 前半の表 
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（差し替えページ 別冊演習シート p.9） 

 

<演習シート 7> 

 

１）耐力壁・準耐力壁等の地震力用壁量に対する割合の確認 

階 方向 

地震力に対する 

必要壁量(cm) 

存在壁量(cm) 割合 

耐力壁 準耐力壁等 (b/a) (c/a) 

a b c d e 

１ 
X方向      

Y方向      

２ 
X方向      

Y方向      

以上より、 

d≧0.5 より、準耐力壁等による柱の折損等に対する、安全性の確認を要さない。 

e≦0.5 より、四分割法及び柱の引抜力計算において、準耐力壁等は算入しない。 

 

2）壁量の判定 

階 方向 

地震力に対する

必要壁量 

(cm) 

風圧力に対する

必要壁量 

(cm) 

必要壁量の決定 

（a・bのどちらか 

大きいほう） 

存在壁量 

(cm) 
判定 

a b c d c≦d 

1 
X方向      

Y方向      

2 
X方向      

Y方向      

 

3）準耐力壁等の壁倍率の最大値の確認 

階 
基準倍率 係数 高さ割合 準耐力壁 壁倍率 判定 

a b c a×b×c d※1 d≦1.5 

1       

2       

※1 本書では小数点第 2位を切り捨てた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



準耐力壁の割合ごとの取扱いについて 

（ひとりで学べる木造壁量設計演習帳 p.53 関連 別紙） 

2025 年 7 月 

©(一財)日本建築センター 

禁無断転載・禁複写 

改正で新たに、壁量に算入することが可能になった「準耐力壁」については、下表のように

扱うことが国交省より示されています。すなわち、準耐力壁は、①壁量に算入しない場合、②

準耐力壁を必要壁量の 1／2 以下にとどめる場合、③準耐力壁を必要壁量の 1／2 を超えて入れ

る場合、に分けて、表のように扱うこととしています。特に、②の場合でも、準耐力壁の倍率

が 1.5 を超えるものについては、「柱頭･柱脚接合部」では考慮しなければなりません。 

いわゆる耐力壁の量が、必要壁量の 1／2 未満とする場合には、「柱の折損等の脆性的な破壊

を生じないことが確認された場合」に限られます。 

 

 

表 準耐力壁の「四分割法」、「柱頭･柱脚接合部」での扱い方 

 

（出典：「国土交通省「建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料」令和 5 年 11 月）」より作成） 

 

準耐力壁
等の壁量

壁量に算
入しない
場合

0 0

0 0

四分割法

柱頭･柱
脚の接合
部

準耐力壁を壁量に算入する場合

1/2 必要壁量 1/2 必要壁量

(注1)準耐力壁等と必要壁量の比較は、各階、各方法別に行う。いずれかで、準耐力壁が必要壁量の1/2を超える場合には、各階、
各方法とも1/2を超えるものとして検証

(注2)複数の準耐力壁等を併用する場合は壁倍率の合計で判断。耐力壁と準耐力壁等を併用する場合は準耐力壁等の倍率で判断（準
耐力壁等の倍率1.5倍超：耐力壁と準耐力壁等の壁倍率の合計、1.5倍以下：耐力壁のみの壁倍率　で検証）

(注3)第三者機関での試験等の結果を踏まえて検証することを想定。具体的な検証方法は今後解説等で示す予定。

1/2 必要壁量 1/2 必要壁量

準耐力壁 耐力壁
(必要壁量の1/2以上)

準耐力壁

耐力壁のみで検証
（準耐力壁等は算入せずに検証）

準耐力壁等を含めて検証
※存在壁量に算入した準耐力壁等が対象

耐力壁のみで検証
（準耐力壁等は壁倍率0として検

証）
※存在壁量に算入した準耐力壁等のうち、壁倍
率1.5倍超(注2)のものは当該準耐力壁等の壁倍

率で検証

準耐力壁等を含めて検証
※存在壁量に算入した準耐力壁等が対象
（準耐力壁の壁倍率1.5倍以下も対象）

耐力壁
(必要壁量の1/2未満)

準耐力壁等を算入できる
※柱の折損等の脆性的な破壊を生じない

ことが確認された場合(注3)に限る

準耐力壁等を算入できる耐力壁の
みで検証

存在壁量
の割合

準耐力壁が必要壁量の1／2以下(注1) 準耐力壁が必要壁量の1／2超(注1)

耐力壁
(必要壁量の1/2以上)

準耐力壁 耐力壁
(必要壁量の1/2以上)

準耐力壁等を算入できる 準耐力壁等を算入できる

準耐力壁
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